折に、 意外な こと を 私に 喋った ので ある。 それ は、 郵 

便 局から 小包の 荷札 だけ 持って来て、 これこれの 品物 

がた しかに 来て ゐ るの だが、 昨夜、 その 包みが 局で 紛 

失して しま ひ、 責任が 集配人に あるので 実は 困って ゐ 

る。 もちろん 弁償す る 能力 もない。 た y 受取人の 印鑑 

さへ もらへ ば 事 は 穏便 に すま される の だから、 今度 だ 

けさう して もら ひたい、 とい ふ 申出が あった。 横 光 君 

は、 そこで、 とにかく 荷物 は 受けと つたこと にし、 私 

に は、 その 結果 を 知らせて 失望させる にも 及ぶまい と 

いふ わけで、 一筆、 物 を 心に 見立て ゝ 「たしかに 受け 

とった」 とい ふ 仮装の 礼状 を 書いた の だ、 とい ふこと 
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